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籌さわや0、
二
月
十
二
日 (日
) 北
九
州
八
幡

ロイ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
午
前

十
時
よ
り
、
第
二
十
四
回
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
研
修
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ス

タ
ッ
フ
を
含
め
三
十
九
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
山
田
理
事
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、
今
回
の
研
修
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
樣
の
日
常
生
活
に
少
し

で
も
プ
ラ
ス
に
な
り
、
末
長
く
「さ

わ
や
か
」
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て

活
動
し
て
いた
だ
き
た
いと
話
し
ま

し
た
。

今
回
は
主
旨
を
ガ
ラ
リ
と
か
え
て
、

『生
活
程
病
に
っ
い
て
』
と
い
う
、
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医
学
の
面
か
ら
の
お
話
を
聞
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。 講
師
に (財
) 健
和

会
町
上
津
役
診
療
所
所
長
江
頭
眞

紀
子
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

江
頭
先
生
は
、
最
初
に
『生
活
習

慣
病
』
の
語
源
に
っ
い
て
触
れ
ら
れ

ま
し
た
。 元
々
は
『成
人
病
』
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
厚
生
労
働
省

が
『生
活
習
慣
病
』
と
言
い
換
え
た

そ
う
で
す
。 生
活
習
慣
が
原
因
で病

気
に
な
った
ら
、
そ
れ
は
個
人
の責

任
で
す
よ
と
言
う
こ
と
に
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
か
?

以
前
、
厚
労
省
は
、
風
邪
や
下
痢

は
薬
局
の
薬
で
治
せ
と
い
って
、
個

人
の
責
任
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 生
活
習
慣
病
も
、
そ
う

な
ら
な
い
か
注
意
が
必
要
で
は
な
い

か
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
『食
生
活
と
疾
病
』
に
っ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

結
核
な
ど
の
整
症

脳
血
管
障
害
のう
ち
脳
出
血

理
後
增
ぇた
病
気

糖
最
丙、
脳
梗
塞
、
虚
血
性

心
解
丙

L 

食
生
活
の変
化
で
著
し
い特
徴
は
、

炭
水
化
物
(糖
質
)
の
摂
取
が
減
っ

て
、
た
ん
ぱ
く
質
(と
く
に
動
物
性

タ
ン
パ
ク
質
、
肉
、
卵
、
乳
製
品
) 

と
脂
肪
の摂
取
量
が
増
え
た
こ
と
で

す
。

・ 

『生
差

と
は
、
肥
満
. 

高
血
圧
・高
脂
血
症
・糖
最

・痛

風
を
い
い
ま
す
。

こ
の症
状
が
続
く
と
、
動
脈
硬
化
が

お
こ
り
、
そ
の
結
果
、
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
、
足
の
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

等
の病
気
に
な
り
ま
す
。

『高
血
圧
』
は
、
塩
分
の
摂
取
量

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
最
近
は
、

家
庭
用
の
血
圧
計
の普
及
等
に
よ
り
、

治
療
す
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
塩
分

の摂
取
量
も
地
方
に
よ
っ
て
こ
と
な

り
、
一般

に
「東
高

西
低
」
と

言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

10

減塩
しましょう

東
北
・関
東
地
区
が
一日
平
均
十
三

一ラ
沖
縄
は
八
Mラで
全
国
一塩
分
の

摂
取
量
が
少
な
く
、
長
寿
者
が
多
い

そ
う
で
す
。
九
州
は
十
一Mラで
結
構

多
い
で
す
。

塩
分
控
え
め
は
、
食
生
活
の
中
で

慣
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
で
塩
分
を
控
え
め
目
に

で
き
ま
す
。

『要

在

は、
血
液
中
の脂

肪
分
が
多
い
こ
と
に
よ
り
、
血
管
の

壁
に
脂
肪
が
沈
着
し
、
動
脈
硬
化
に

な
る
も
の
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦

の時
、
ノ
ル
ウ
ェI
で
は
肉
不
足
か

ら
、
魚
の消
費
量
が
増
え
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
心
筋
梗
塞
に
よ
る
死
亡

率
が
低
下
し
ま
し
た
。
魚
の
脂
は
動

脈
硬
化
を
防
ぎ
、
牛
や
豚
の
脂
は
動

脈
硬
化
に
な
り
や
す
い。

要

に
っ
い
て
、
日
本
人

は
糖
最
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
原
因
は
、

程
約
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
る
。

②
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
悪
い。 

こ
の
二
っ
が
主

要
な
も
の
で
す
。 

現
代
人
は
倹
約

遺
伝
子
が
あ
る

の
に
、
塩
分
を

摂
取
し
す
ぎ
る
の
で
、
糖
尿
病丙に
な

り
や
す
い。 イ
ン
ス
リ
ン
は
、
糖
を

ェネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
役
割
を
果
た

す
が
、
日
本
人
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の

分
泌
が
悪
い
た
め
、
血
液
の中
に
糖

分
が
残
り
、
糖
最
丙
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

欧
米
人
は
糖
基
丙に
な
り
に
く
い

と
言
わ
れ
る
。 彼
ら
は
ョー
ロ
ッパ

の寒
冷
地
で
長
年
、
狩
猟
牧
畜
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。 そ
の
こ
と
が
、

肉
食
、
脂
肪
分
の多
い
食
生
活
に
適

応
し
、
肥
満
し
に
く
く
糖
尿
病丙に
な

り
に
く
いが
、
最
近
は
欧
米
風
の
食

生
活
が
世
界
に
広
が
り
、
同
時
に
世

界
中
で
糖
尿
病
が
増
え
て
い
ま
す
。 

『痛
風
』
は
、
核
酸
の
う
ち
の
プ

リ
ン
体
の代
謝
異
常
に
よ
っ
て
お
こ

り
ま
す
。 尿
酸
酸
化
酵
素
が
欠
損
し

て
い
る
の
で
、
ア
ラ
ン
ト
イ
ン
と
い

う
物
質
に
変
化
し
ま
す
。 ア
ラ
ン
ト

イ
ン
は
、
棘
の
よ
う
に
、
尖
っ
て
い

る
の
で
、
足
の親
指
な
ど
に
溜
ま
り
、

痛
烈
な
痛
み
を
感
じ
ま
す
。 
「風
が

吹
い
て
差
い
」
と
言
う
こ
と
で
、

「痛
風
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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最
後
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・シ
ン
ド

ロー
ム (代
謝
症
候
群
) 
の
話
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
因
子
は
重
症
で

な
く
て
も
、
重
ね
合
わ
さ
る
こ
と
に

よ
り
、
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
。 危

険
因
子
が
一
っ増
え
る
ご
と
に
、
そ

の
危
険
率
は
「乗
」 
(掛
け
基

で

増
加
し
ま
す
。 
2
っあ
れ
ば
、 
2
の

2乗
で
4倍
の危
険
度
に
な
り
ま
す
。

日
本
人
は
欧
米
型
生
活
習
慣
に
適

応
で
き
な
い体
質
を
も
っ人
が
多
い。 

比
較
的
若
年
か
ら
動
脈
硬
化
の
進
展

が
起
こ
り
ま
す
。

以
上
、
生
活
習
慣
病
の
講
義
が
あ
り

メタポリツク ・シンドローム (代調症候群)
日本版診断基準 2005 

腹腔内脂肪蓄積 . 
へその高さでの腹囲 

男性 8 5cm 以上
女性 9 Ocm 以上

上配に加え、以下のうち2項目以上
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ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
な
ん
ら
か
の
症

状
が
お
あ
り
な
の
か
、
熱
心
に
聞
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
質
問
の時
間
が

た
り
な
い
程
、
質
問
が
出
て
、
休
憩

時
間
に
も
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
主
旨
を
変
え
て
、
研
修

会
を
し
ま
し
た
。 
「さ
わ
や
か
」
の

初
め
て
の
試
み
、
如
何
で
し
た
で
し

ょ
う
か
? 

高脂血症  
中性脂肪 1 5 Omg/dl 以上 

HDLーコレステ口一ル 4 Omg/dl 以下 

高血圧症  
収縮期血圧 1 3 Omg/dl 以上 

拡張期血圧 8 5mg/dl 以上 

耐糖能異常  空腹時血糖 1 1 Omg/dI 以上 
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要
島

的に当たりますように


